
 

 
 

病院を受診された患者さまへ 
当院では機関長の許可を得て、下記の臨床研究を実施しております。 

本研究の対象者に該当する可能性のある方で、診療情報等を研究目的に利用または提供されることを

希望されない場合は、下記の問い合わせ先にお問い合わせください。 

 

研究課題名 

（研究番号） 

頭頸部がん患者における選択的頸部郭清術および皮弁再建術後早期の上肢

挙上テスト（AAT）と肩関節 JOA日常生活動作群との関連 

当院の研究責任者 

（所属） 

所属：琉球大学病院 リハビリテーション部 

氏名：大屋祐輔 

他の研究機関および 

各機関の研究代表者 
共同研究機関はなし 

本研究の目的 

頭頸部がんにおける頸部リンパ節への転移を制御する方法に頸部郭清術

という術式を多く用います。しかし、手術後に頸部を走行する副神経（肩

周りにある僧帽筋とうい筋肉を支配している神経）の麻痺を生じることが

あります。その結果、肩の上がりづらさを来すことが国内外においても数

多く報告されており、当院もその例外ではありません。しかし、手術後の

肩の上がりづらさが、どのような生活動作に影響を及ぼすかは患者様の

QOL（生活の質）評価に留まっており、実際の生活動作を客観的に評価し

た報告は国内外において確認できないのが現状です。 

本研究では、副神経麻痺による肩の上がりづらさを 0～5点で簡易検査す

る上肢挙上テスト（AAT）と肩関節疾患の生活動作を客観評価するために肩

関節 JOAとうい評価法の日常生活動作群を用いて、AAT不良群と良好群に

振り分けし、どのような生活動作に影響がでるのか比較検討することを目

的とします。 

研究実施期間 研究機関の長の許可日～2024 年 3月 31 日 

調査データ(該当期間) 2020 年 6 月～2022 年 3月 

研究の方法 

（利用する試料・情報等） 

●対象となる患者さま 

・2020 年 6月～2022 年 3月に琉球大学病院耳鼻咽喉科にて頭頸部がん患

者に対して選択的頸部郭清術および皮弁再建術を施行した患者様の術側

肩を対象とします。 

・術前よりリハビリテーションの依頼があり周術期リハビリテーションを

実施した患者様で且つ術後早期からリハビリテーションを実施した患者

様を対象とします。 

●利用する試料・情報 

① 基本情報：年齢、性別、診断名、既往歴、原発部位、cTNM分類、病期

分類(stage)、 



 

 
 

② 手術所見：術後診断、術式、頸部郭清範囲、郭清部位、皮弁の種類、副

神経温存の有無、手術時間・出血量 

③ 術後経過：頸部ドレーン留置期間、術後初回介入までの期間、術後評価

までの期間 

④ 上肢機能評価：肩関節屈曲・外転（自動ROM,他動 ROM）、上肢挙上テ

スト（AAT）、運動時・安静時NRS 

⑤ 上肢 ADL 評価：肩関節 JOA日常生活動作群 

試料/情報の 

他の研究機関への提供 

および提供方法 

ありません。 

試料・情報の二次利用 ありません。 

個人情報の取り扱い 

研究において対象者の情報を扱う際は、個人情報とは関係のない符号また

は番号を付して匿名化します。論文作成時、学会発表時には個人が特定で

きる情報は一切用いません。また、同意の範囲外において情報の利用を行

いません。 

本研究の資金源 

（利益相反） 
ありません。 

お問い合わせ先 
電話：098-895-1329 

担当者：與谷 和真（よたに かずま） 

備考 
 

 

                                     2022 年 3 月 16日 


